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グループ共通の環境基本理念・環境基本方針のもと、事業による環境負荷の低減と
環境にやさしい製品の開発に努めています。

開発・設計から回収、再生にいたる製品のライフサイクルのすべての段階において、
環境負荷の低減に向けた取り組みを実施しています。

2001年に制定した環境基本理念・環境基本方針をグ
ループで共有し、地球環境委員会の主導のもと、環境保全

環境 環境
社会・環境への取り組み

｜　環境マネジメント ｜　製品のライフサイクルと環境負荷マスバランス

※ マスバランスとは、ある材料・素材等の発生から利用、排出、回収、再資源化、リサイクル・リユース、適正処理までのライフサイクル全般にわたる量的バランスのこと。
※ NOx、SOxおよびばいじんは法規制対象設備からの排出量の総計です。
※ マスバランスの集計範囲は、次の5拠点です。（山形、福島、館林、岩槻、山陽）
※ REACH （Registration, Evaluation, Authorization and Restriction of Chemicals） ：化学物質の登録、評価、認可、および制限に関する規則

環境基本理念

環境・社会マネジメントシステム

環境基本方針
私たちは、曙の理念とakebono 21世紀宣言に基づき、21
世紀の社会と環境に貢献する新しい『価値』を提供し続け
ます。また、地球の一員として地球規模の環境保全に努め、
環境と調和した安全で豊かな社会の発展に自主的・継続的
に取り組みます。

1. 製品の開発・設計段階から安全と環境保全に配慮した取
り組みを積極的に行い、環境負荷の少ない技術開発・商
品開発を推進します。

2. 省エネルギー、省資源、廃棄物の削減およびリサイクル
の推進など、循環型社会構築のための継続的な環境負
荷低減に向けて、全社員一人ひとりが努力します。

3. 国内、海外を問わず、環境にかかわる法律・規制・協定な
どは当然のこととして遵守し、さらに自主管理基準を制
定して環境管理レベルの向上に努力します。

4. 私たちの環境保全に関する取り組みがより広く理解され
るよう、積極的な情報公開を行い、地域社会との協調を
図り、より良い生活環境を実現するために努力します。

活動に継続的に取り組んでいます。

2001年制定

2001年制定

※ SOC（Substance of Concern） ： 六価クロム、鉛、水銀、カドミウムなどの環境負荷物質。
※ VOC（Volatile Organic Compounds） ： 揮発性有機化合物。トルエンやキシレンなど、人の健康への影響が懸念されるオキシダントや浮遊

粒子状物質の発生に関与していると考えられている物質。
※ LCA（Life Cycle Assessment） ： 製品の一生（原材料の採掘、製造、使用、リサイクル、廃棄）を通じた環境影響の分析と評価。
※ PRTR ： 環境汚染物質排出・移動登録のこと。日本では1999年に法制化され2001年に施行（特定化学物質の環境への排出量の把握等および

管理の改善の促進に関する法 ： PRTR法）。
	 指定物質を一定量以上取り扱う事業所に対し、行政への届出が年一回義務付けられています。
※ 3R ： Reduce（省資源化）、Reuse（再利用）、Recycle（再資源化）の頭文字をとったもので、循環型社会構築のための企業貢献を目指しています。
※ ゼロエミッション ： 1994年に国連大学が提唱した、廃棄物の有効活用によって、廃棄物を一切出さない資源循環型社会システムのこと。
※ グリーン調達 ： グリーン調達製品の製造に必要な資材や副資材を対象に、より環境負荷の少ない製品を優先して購入する活動です。

研究・開発
部門

※※※※※※

※

生産部門・
生産技術 調達部門 管理部門 分科会

分科会分科会分科会分科会

す
べ
て
の
社
員
の
働
き
や
す
い

環
境
づ
く
り

地
域・社
会
の
交
流
促
進

グ
リ
ー
ン
調
達
推
進

物
流
環
境

表
面
処
理
技
術

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

C
O
2
削
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

A
K
E
B
O
N
O 

R
E
P
O
R
T

L
C
A
／
P
R
T
R
推
進

V
O
C
削
減

S
O
C
フ
リ
ー

3
R
リ
サ
イ
ク
ル

地球環境委員会

事務局

人と社会の環境を
考える部会

グリーン
調達部会生産環境部会技術環境部会

材料の環境負荷物質調査
欧州廃車指令への対応
環境負荷物質の削減
VOCの削減
欧州REACH規制への対応
北米化学物質規制への対応
各国法規への対応

［調達・使用したもの］
電　力 ：	 117,000千kWh
	 （111,000千kWh）
A重油 ：	 1,800kl
	 （1,500kl）
灯　油 ：	 2,000kl
	 （2,400kl）
L P G ：	 1,800t
	 （1,900t）

（　）内は2014年度の数値

（　）内は2014年度の数値

［排出・再資源化したもの
大気系排出］
CO2 ：	 56,100t
	 （58,100t）
NOx ：	 54.5t
	 （41.4t）
SOx ：	 2.4t
	 （2.1t）
ばいじん ：	 1.2t
	 （1.0t）
廃棄物最終処理量 ：	 0t
	 （0t）
再資源化量 ：	 25,300t
	 （27,200t）
再資源化率 ：	 100%
	 （100%）

グリーン調達
グリーン購入
CSR調達

モーダルシフトの実施
輸送資材の工夫
改正省エネ法への対応
CO2排出量 2,860t-CO2

リビルト事業
ユーザー情報
お客様情報
法規制動向
社会動向
業界動向

3R（リデュース・リユース・ 
リサイクル）への取り組み
CO2 排出量の削減
ゼロエミッションの追求
産業廃棄物の削減
ISO14001の推進
CO2排出量 56,100t-CO2

開発・設計

INPUT

OUTPUT
調達

物流

販売・消費

生産

CO2 ：	 2,860t
	 (3,004t)

（　）内は2014年度の数値
OUTPUT

基本方針・体制
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